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施設居住虚弱高齢者の生活実態と
福祉用具による座位環境改善の試み
齋藤芳徳 　松本正富 　太田 　茂 　吉永尚生
要 　　　約
本研究は，施設居住虚弱高齢者の座位を中心とした姿勢や生活行為についての実態を調査するとと
もに，試行的に導入した個別対応福祉用具（調整式車いす・リクライニング式車いす・調整式テーブ
ル）が体圧分布と座位姿勢に与える影響を把握して，「高齢者－福祉用具－空間」の適合による生活の
多様化と質の向上のための基礎資料を得ることを目的とした．特別養護老人ホーム（ 人居室，
人
単位のユニットケア）にて，移動能力別に自立群・一部介助群・全介助群の各 名を対象として，生
活展開・睡眠－覚醒調査，個別対応福祉用具導入前後の体圧と座位姿勢調査を行なった．以下に結果
を列記する．

 　日中の自室滞在時間は自立群・一部介助群が  割に対して全介助群は 割，行為内容は前者
　　の睡眠・無為が約割に対して後者は 割も見られ，移動の自立度が日常生活に大きく影響す
　　ることが確認された．

 　全介助群の睡眠時間は日中と夜間にほとんど差がなく，日を通して分散していた．

 　車いすの個別対応により，すべり座りが改善され体幹が垂直に近づいた事例や，足の置き位置の
　　自由度が増した事例が確認された．一方，テーブルの調整では，個人的なばらつきが大きく，姿
　　勢観察からの全体的な傾向は捉えられなかった．

 　体圧分布では，調整式車いすの導入者に向上の傾向が見られた．リクライニング式車いすの場
　　合はその効果が少なかったものの，リクライニング角が浅くなり座位姿勢自体が向上する事例
　　が確認された．
研究の背景と目的
一般の高齢者居住施設は，入居者の身体状況や介
護の効率を踏まえて，いす座の生活空間をベースに
計画されている．ここに居住する虚弱高齢者は，
日を車いすやいす上の座位にて静的に過ごす時間が
極めて長く，行為や居場所についてかなりの限定を
受ける．居住空間の視点からは，近年のユニットケ
アによる小規模処遇など周辺環境が整備される一方
で，これらの高齢者が使用する人体系・準人体系家
具である車いす・いす・テーブル等の福祉用具は，
いまだ多くの施設で規格サイズのものが使用されて
おり，体型との不適合が問題視されている．特に虚
弱高齢者は，筋力低下・関節拘縮・円背等の特有の
障害を持つ場合も多く，これら福祉用具の不適合が
姿勢変換の自由度を阻害して座位姿勢に悪影響を及
ぼすことが懸念されている．
これらの課題を踏まえ，本稿では施設居住虚弱高
齢者の座位を中心とした姿勢や生活行為についての
実態を調査するとともに，試行的に導入した個別対
応福祉用具（調整式車いす・リクライニング式車い
す・調整式テーブル）が体圧分布と座位姿勢に与え
る影響を把握して，「高齢者－福祉用具－空間」の適
合による生活の多様化と向上のための基礎資料を得
るものである．
筆者らはこれまでに，車いすのシーティングによ
る座位への影響，長時間の座位姿勢による身体
負担について疲労の部位と体圧分布の関連からの基
礎研究，施設居住者の生活行動に関しての非参与
の行動観察，軸方向の加速度センサーを応用
しての高齢者の定量的な運動解析等について報
告しているが，本稿はこれら一連の研究の続報であ
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図  調査対象施設
表  調査対象者の概要（＊印は，個別対応福祉用具の導入者を示す）
り，多角的な視点から施設居住高齢者の周辺環境改
善のための方策を探ることを目的にするものである．
調査・分析の概要
調査対象の 施設（図 ）は入居定員	名であ
り，人居室で
人を単位としたユニットケアを行
なう特別養護老人ホームである．本稿では，施
設スタッフが本調査に対応可能であると判断した入
居者（あるいはその家族）に対して調査趣旨を説明
し，調査協力の同意の得られた 名を対象とした．
調査対象者は車いすでの移動能力別に，自立群（ 
名，自立歩行が可能な 名を含む）・一部介助群（ 
名）・全介助群（ 名）の 群に分け，それぞれの
群毎に調整式テーブル，調整式車いす，リクライニ
ング式車いすを導入した．調査対象者の概要と導入
した個別対応福祉用具の対応を表 に示す．なお本
調査では，調整式車いすに関しては身体症状に合せ
て座面・背もたれの張りの調整を行い，足底接地が
可能になるように前座高を座位下腿長にあわせた調
整を行った．ただし，	のみは本人の意向により
フットサポートをつけたままの調整（フットサポー
ト高を座位下腿長に合せた調整）を行った．リクラ
イニング式車いすではフットサポート高を座位下腿
長に合わせ，できるだけ足が垂直に下ろせるように
フットサポートの位置を足元後方に移す調整を行っ
た．テーブルでは座面高との差尺を	にするこ
とを基本としたが，車いすのアームレストをテーブ
ル下に入れて体に近い位置で使えることや，担当作
業療法士のアドバイスを受けながら使用者の適性を
考慮して個別の調整を行なった．導入した調整式車
いす・リクライニング式車いす・調整式テーブルの
概要を図 に示す．調査時期は		年月，ス
タッフへのインタビューから対象者の年齢・要介護
度・認知症者の日常生活自立度等の基本属性を把握
するとともに，下記の項目について調査を行った．
このうち，体圧と座位姿勢については個別対応福祉
用具の導入前後の 回分のデータを比較分析した．
なお，生活展開と座位姿勢観察はプログラム行事の
ない土曜日に調査を行い，睡眠－覚醒リズムは平日
（月金）の 日間に調査を行なった．

生活展開調査（		／／	
）
　	：		
：	（時間）の滞在場所・手段と
施設居住高齢者の生活実態と福祉用具による座位環境改善の試み 
図  導入した調整式車いす・リクライニング式車いす・調整式テーブルの概要
図  　日中の滞在場所の割合 図  　日中の滞在手段の割合
行為内容について，分毎に把握する非参与の姿
勢観察調査を行った．

睡眠－覚醒リズム調査（		／／	）
　軸方向の加速度計で		加速度の体動を	
回／秒の頻度で検出する腕時計型の機器である
アクティグラフ（社，）を装着し，連
続 日間の体動活動を測定した．睡眠－覚醒の
判定は，専用解析ソフト  	を用い
!" #$の算定式によった ．

体圧測定調査（導入前：		／／	，導入：
／，導入後：／	
）
　調整式車いすの導入者を対象に，前後の体圧
の変化を調査し比較した．%  （タカノ）
を使用し，静止座位時の背と座の圧を	秒間測定
し，中間の 秒分（	秒×	コマ）の平均のセン
サー感知数（数）・平均体圧（&'）・最高体圧
（&'）を集計した．

座位姿勢観察調査（導入前：		／／	
，導入：
／，導入後：／）
　調整式車いすの導入者を対象に，	：		
：
	（時間）の座位姿勢時の体幹の傾き・両足の
位置について 分毎に把握する非参与の姿勢観察
を行い比較した．
結果と考察
．移動能力別に見た生活展開の実態
対象者の滞在場所及び滞在手段を図 ・に示す．
全体としては，割以上を自室またはデイルームの
拠点で，ベッドまたは車いす・いす上にて滞在し
ている．全介助群は日中のほぼ 割を自室のベッド
で過ごしており，一部介助群では自室滞在が 割程
度に減っているものの，そのほとんどの時間をベッ
ドで過ごしている．一方，自立群では自室滞在が 
割に対してベッド上の滞在は 割程度であり，自室
で休息・睡眠以外の何かしら能動的な時間を過ごし
ている．
具体的な行為内容を図 に示す．全体で見ると，
睡眠・無為の観察頻度が(で最も多い．群別で見
ると，全介助群が(，一部介助群が(，自立群
が(で，移動の自立度が下がるにしたがって，日
中の睡眠・無為時間が長くなる傾向が見られる．こ
れとは反対に )観賞の回数は，自立群が(，一
部介助群が
(，全介助群が  (と減っている．そ
の他の行為では，生理的行為や会話等が若干観察さ
れているが頻度は少なく，施設居住虚弱高齢者は全
般に単調な生活を送っていることが推察できた．
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図  日中の行為内容の割合
図  　睡眠－覚醒時間の割合（日中） 図  　睡眠－覚醒時間の割合（夜間）
図  日中の体動活動数の分布
．移動能力別に見た睡眠－覚醒リズムの実態
日中と夜間の睡眠－覚醒時間の割合を図 
・ に
示す．日中の睡眠時間では，自立群と一部介助群の
平均は約割なのに対し，全介助群では割にも
達している．対して，夜間の睡眠時間はどの群とも
割弱であり，全体的に安定した睡眠がとられてい
ない傾向が見られる．特に，全介助群では夜間と日
中の差がほとんどなく，日を通して睡眠が分散し
てとられる現状が見られた．
次に，調査に使用したアクティグラフは微細な体
動活動を連続的に測定できるため，これを応用して行
動観察からは捉えにくい要介護高齢者の活動量につ
いての考察を行なう．日中の体動活動数の分布（ 
日間の平均）を図 に示す．健常者による予備調
査では，	
	回／分にかなり集中した分布が見
られており，睡眠・無為以外の何らかの自主的な行
為はこのあたりの分布に反映するものと考えられる．
今回の調査では，自立群と一部介助群で	
	回
／分にピークとなる部分が見られるが，介助群では
これがなくなり	回／分以下の分布が極端に多くな
る．また，睡眠－覚醒を判定する !" #$の算
定式でも概ね	回／分以下で睡眠と判定されるが，
ここでの結果は先の行為内容の結果とも一致する．
)	は
	回／分付近の体動活動が突出しているが，
この事例のみ要介護度 で自力歩行が可能であり，
自立度が高く健常者に近い現状を反映した結果とい
える．
．座位姿勢の実態と個別対応福祉用具の影響
自立群・一部介助群の座位姿勢を図 ・	に示
施設居住高齢者の生活実態と福祉用具による座位環境改善の試み 
図 	 自立群の座位姿勢
図
 一部介助群の座位姿勢
図 一部介助群の座位姿勢（調整式車いす導入後）
す．座位姿勢は個人ごとに多様であり一概には捉
えにくいため，事例的な視点も踏まえて考察する．
体幹姿勢では，一部介助群は体幹の自己支持が困難
なことに加えて車いす寸法の不適合も影響して，す
べり座りによる後傾姿勢をとる場合が多い（	，
	）．足位置（置場）では，一部介助群がフットサ
ポート上に限られるのに対して，自立群の )	は自
発的な足の位置移動から，)	は片麻痺のため左足
のみをフットサポート上に置く理由から，半分くら
いの割合で床上も使われていた．足位置（前後）で
は，調査した 
名ともに垂直の状態が多かった．な
お，自立群のうち )	のみが自力歩行が可能で車い
すを用いていなかったため，足位置（置場）はすべ
て床上であったが，体幹と足位置（前後）では他の
事例に比較してバリエーションが多い様子が見てと
れる．
一部介助群への調整式車いす導入後の姿勢の変化
を図に示す．	と 	は，導入前は体幹が後傾
したすべり座りの状況が多く見られていたが，座奥
行と前座高を調整することで座位が安定し垂直姿勢
が増加した．足位置（前後）は，	がフットサポー
トをはずした影響で前方・垂直・後方とばらつきが
見られるようになったのに対し，	は本人の希望で
フットサポートをつけたままの調整であったため，
大きな変化は見られなかった．一方 	の場合は，
これまでが短めのフットサポートに頼って座位を保
持しており，垂直姿勢はとれていたものの下半身は
窮屈な状態であった．機能改善を視野に入れての足
底接地の調整を行なったが，足の拘縮が強く前方に
突っ張ってしまう傾向が見られ，この影響で足位置
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図 　座位時の手の位置 図 　座位時の手の位置（調整式テーブル導入後）
図 調整式車いす導入者の体圧の推移
図 リクライニング式車いす導入者の体圧の推移
を前方に置いて体幹が後傾するすべり座りが増加す
る結果となった．これは，座位保持には多様な要因
が絡み一意的な調整だけでは難しいことを示す例で
あるが，長期的には下半身の機能改善を進めて，自
力での姿勢保持を期待したい．
テーブルに向かって座位時の手の位置を図に示
す．個人差が大きいが，平均すると約割の時間
がテーブル上に置かれ，割が持つ・作業といった
行為（主に飲食に関連する）を行なっている．調整
式テーブル導入後の変化を図に示すが，テーブル
上，持つ・作業の時間がそれぞれ約	割増加した．
ここでの数字的な資料からの意味づけは難しいが，
生活観察からはテーブル上の手で体幹を支える姿勢
が観察されており，適度なテーブル高の有効性が推
察された．
．体圧分布の実態と個別対応福祉用具の影響
調整式車いす導入者とリクライニング式車いす導
入者の体圧の推移を図・に示す．調整式車
いすによる個別対応では，全般にセンサー感知数が
増加して，平均体圧が約 割減少，最高体圧もほぼ
半減しており，全般的な体圧の改善が確認できた．
一方で，リクライニング式車いすによる個別対応
では，センサー感知数が若干増加したものの，平均
体圧と最高体圧の値はほぼ横ばいで，体圧としては
調整式のような顕著な改善は見られなかった．しか
し，本調査ではできるだけ背もたれを起こして健常
者の座位に近い姿勢が取れることを目的に調整を行
なっており，*	ではすべり座りが改善され，*	
ではリクライニング角が浅くなるといった座位姿勢
の向上が見られた（図
）．一般に，臥位のほうが
施設居住高齢者の生活実態と福祉用具による座位環境改善の試み 
図 リクライニング式車いす導入者の座位姿勢の変化
座位に比べて姿勢保持具との接触面積が大きく体圧
の分散に有利なことを考慮すると，リクライニング
式車いすの導入で座位に近づいたにもかかわらず，
体圧の値が若干の向上傾向を示したことは，ここで
の個別対応の調整が姿勢保持に有効に作用した結果
と判断できよう．
ま と め
本稿では，施設居住虚弱高齢者の座位滞在姿勢や
生活行為についての実態を調査するとともに，個別
対応福祉用具の導入による影響について考察を行
なった．以下にその内容を要約する．
）日中の自室滞在時間は，自立群・一部介助群
が  割に対して，全介助群は 割と長い
ものであった．行為内容についても，自立群
の睡眠・無為が約割に対して，全介助群は
割も見られ，移動の自立度が日常生活に大
きく影響することが確認された．
）全介助群の睡眠時間は，日中と夜間にほとん
ど差がなく，日を通して分散してとられて
いた．
）調整式車いすによる個別対応により，すべり
座りが改善され体幹が垂直に近づいた事例や，
足の置き位置の自由度が増した事例が確認さ
れた．一方，テーブルの調整では，個人的な
ばらつきが大きく，姿勢観察からの全体的な
傾向は捉えられなかった．
）調整式車いすの導入者は体圧分布が向上する
傾向が見られたが，リクライニング式車いす
の場合はあまり変化がなかった．しかし，リ
クライニング角が浅くなり座位姿勢自体が向
上する事例が確認された
以上，虚弱高齢者の日常の生活行為は，移動の自
立度に大きく影響される傾向が捉えられたものの，
姿勢については個人ごとに多様であり全般的傾向と
しての理解は難しいものであった．そのため，本稿
では福祉用具の個別対応による姿勢への有効的な
影響までを確認した．しかし，少数例での検討に留
まっているうえ，姿勢と生活行為の相互の関連を考
察するまでには至っておらず，これについては今後
の継続的な研究課題としたい．
本研究は，平成年度川崎医療福祉大学プロジェクト研
究費及び平成年科学研究費補助金（基盤研究（））の助
成を受けて行なわれたものです．ここに記して感謝の意を
表します．
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 齋藤芳徳・松本正富・太田 　茂・吉永尚生
注
  ）対象施設は調査を行った年時点では，個室化に向けた増築工事の途中であり，年 月より全室個室の特別養
護老人ホームとして運営されている．
  ）	

の計算式   （                    
     ）   で睡眠，   で覚醒と判定する（ ， ， ， は ，，，分前の体動
活動数， ， は  ，分後の体動活動数）．
  ）と からはアクティグラフ装着の調査協力が得られなかったため，体動活動の測定は行なっていない．
  ）座位姿勢のうち足と手の位置については左右を別々にカウントして調査したが，ほとんどの事例で左右の相関が高かっ
たため，分析時においてはこれを合算した．
  ）は，導入後の調査時に体調不良であったため，この時の調査は行っていない．
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